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７
月
14
日
〜
16
日
は
遠
別
神
社
例
大
祭

が
行
わ
れ
、
15
日
に
は
４
年
ぶ
り
に
「
え

ん
べ
つ
若
衆
神
輿
会
」
が
神
輿
を
担
ぎ
、

大
き
な
掛
け
声
と
と
も
に
町
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
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ら
り
運
動
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場
で
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の
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が
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７
月
２
日
、
マ
ナ
ピ
ィ
21
に
て
外
国
人
技
能
実

習
生
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
、
83
名
の
技
能
実
習
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
日
本
で
の
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
や
マ
ナ
ー
、
事
故
時
の
対
応
、
自
転
車
保

険
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
遠
別
駐
在
所
の
永
原
所
長
が
自
転
車
の

安
全
な
利
用
に
つ
い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ

ま
し
た
。
特
に
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
や
マ

ナ
ー
、
事
故
発
生
時
の
速
や
か
な
通
報
方
法
、
そ

し
て
自
転
車
保
険
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
屋
外
に
場
所
を
移
し
、
実
演
を
交
え

な
が
ら
自
転
車
の
安
全
に
関
す
る
基
本
的
な
ル
ー

ル
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
適
切
な
装
着
方
法
、
一
時
停

止
の
重
要
性
、横
断
歩
道
で
の
安
全
な
通
行
方
法
、

そ
し
て
車
道
を
渡
る
際
の
注
意
点
な
ど
を
実
際
の

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
実
演
し
ま
し
た
。
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現
在
、
遠
別
町
外
国
人
技
能
実

習
生
受
入
対
策
協
議
会
主
催
の
日

本
語
教
室
「
か
け
は
し
」
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
参
加
さ
れ
て
い

る
生
徒
た
ち
は
遠
別
町
内
の
外
国

人
技
能
実
習
生
で
日
常
的
な
日
本

語
な
ど
を
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　
見
学
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
い
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て

は
テ
レ
ビ
電
話
に
て
周
知
い
た
し

ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 日

本
語
教
室
開
催
中
！
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　７月８日、マナピィ２１にて北海道警察音楽隊・

カラーガード隊によるふれあいコンサート㏌遠別

が開催されました。北海道警察音楽隊が遠別町

に来町するのは１４年ぶりで、会場には約１００

人が集まり迫力のある演奏を楽しみました。

　コンサートでは俳優の松平健さんのヒット曲「マツケンサンバ」や笠

置シヅ子さんの「東京ブギウギ」、ジブリ映画となりのトトロの主題歌「さ

んぽ」などが披露されました。会場では訪れた人たちが口ずさんだり、

リズムをとりながら軽快で迫力のある演奏を楽しんでいました。

　演奏の合間には交通安全に関するクイズや飲酒運転の根絶に関する

講話が行われ、改めて交通安全に対する意識の向

上が図られました。

　その後、６名のカラーガード隊が登場し、音楽隊

の演奏に合わせ、パフォーマンスを披露し、来場し

た人たちを大いに盛り上げました。

　会場の外には、北海道に１台しかない交通安全教育車「ほくと号」

が用意されました。このほくと号はドライブシュミレーターが搭載され

ており、運転時における危険な状況などを疑似体験できます。実際に

体験した人は「安全運転を改めて心掛けるきっかけになった。」と話
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まちの話題まちの話題

　7月3日、町長室において「社会を明るくする運動」の
伝達式が行われました。この運動は、犯罪や非行の防止と
立ち直りについて理解を深め、明るい地域社会を築くため
の運動です。伝達式では「多様な背景を持つ人々がお互い
のことを理解し、支え合うことができるように犯罪や非行
のない安全で安心な地域社会を築いていきます。」等と記
されたメッセージを読み上げ、町長へ手渡されました。

明るい地域社会を目指す
「社会を明るくする運動」伝達式

　7月2日、幼児センターきらりにていちご狩り体験が行
われました。この体験は町内有志の方のご提供により行わ
れたものです。外の広場に沢山のいちごの苗が用意され、
園児たちは大きくて真っ赤ないちごを見つけ楽しみながら、
次々と摘み取っていました。摘み取ったいちごは園児たちが
自宅に持ち帰りおいしくいただきました。いちごの提供を
された方のご厚志に感謝します

いっぱい採りました！
幼児センターきらりいちご狩り

　7月9日、マナピィ・21で令和 6年度遠別町教育関係
職員交通安全大会が行われました。この大会は教育関係職
員の交通安全に対する意識高揚を図り、交通安全教育の充
実を図ることなどを目的としています。講師として天塩警察
署地域・交通課の丸一課長を招き交通情勢についての講演
がありました。その後、遠別小学校原澤教諭より交通安全
の誓いがあり、安全運転の徹底が誓われました。

交通安全を誓う
教育関係職員交通安全大会

　７月10日、幼児センターきらりにて、中学３年生による
保育実習が行われ、20名の生徒が自分で作ったおもちゃな
どできらりの園児と交流をしました。この実習ではふれあ
い体験を通じて、幼児との接し方や話し方などについて学
ぶことを目的としており、様々なクラスとの交流で戸惑いな
がらも楽しく交流していました。中学生が作成したおもちゃ
はきらりに寄付されました。

園児との交流を通して学ぶ
遠別中学校３年生ふれあい体験
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まちの話題まちの話題

　７月３日より、Ｂ＆Ｇ海洋センターにてジュニアスイミン
グスクール、ちびっ子水泳教室が開催されています。この
教室は水泳技能の向上と体力作りを目的としており、小学
生を対象として行われています。参加している子どもはグ
ループに分かれ、各自の技術向上を目指しながら楽しく頑
張っています。この教室は８月29日まで、計８回行われる
予定となっています。

上手に泳げるように！
ジュニアスイミングスクール

　7月16日、遠別小学校にて人権の花運動が実施されま
した。この運動は児童が花の苗を育てることで、優しさや
思いやりの心を持ってもらうことを目的に実施されているも
ので遠別小学校の花壇に花を植えたほか、人権擁護委員で
ある和田裕克氏が運動の趣旨と目的について児童と保護者
に説明しました。花壇に植えられた花は、児童の手によっ
て大切に育てられることになります。

優しさと思いやりをもって
人権啓発活動地方委託事業 「人権の花運動」

　7月11日、なごーみにて社会福祉協議会、地域支え合い
サロン共催のなごーみ夏祭りが開催されました。多世代交
流の一環として行われ、すくい遊びやくじなどのお祭り遊び
やいなり寿司、チョコバナナなどが全て無料で提供されま
した。訪れた人たちはくじなどを楽しんだ後は軽食を食べ
ながら談笑したりと世代間交流を楽しんでいました。

世代間交流を楽しむ
なごーみ夏祭り

　7月19日、幼児センターきらりにて「劇団バク」による
人形劇「みにくいアヒルの子」が開催されました。このお話
はアヒルの兄弟で1匹だけ違う色で生まれたグレイクが本
当の自分を見つける旅に出るお話です。劇が始まると園児
たちは楽しいダンスや音楽で笑顔を見せたり、怖いシーン
では目を伏せる子もいましたが、普段見られない人形劇に
大満足の様子でした。

かわいいアヒルさんが登場！
劇団バク人形劇「みにくいアヒルの子」
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まちの話題まちの話題

　7月31日、遠別アマチュア無線クラブ（茂野敏彦会長）
及び遠別町無線赤十字奉仕団（金田義隆委員長）の会員が、
郷土資料館の草刈り奉仕作業を行いました。当日は会員６
名がブラシカッターを持参して２時間ほど、草刈り作業が
行なわれ、郷土資料館入口の歩道や前庭、駐車場さらに建
物の裏まできれいに刈り取られ、資料館を見学する方を迎
える準備が整い、環境が整備されました。

環境整備に感謝！
郷土資料館、草刈り奉仕作業

　7月22日、幼児センターきらりにて「きらり夏まつり」
が行われました。この日は先生方によるくじやおもちゃ等の
ミニ縁日が用意され、くじで当たったおもちゃで楽しむ姿が
見られました。その後は盆踊りをおどり、園児が自分たち
でつくったお神輿を担いで「わっしょい」と大きな声を出し
て楽しみました。一緒に訪れた保護者も子供たちが楽しむ
姿を見て、一緒に夏のお祭りを満喫しました。

お神輿わっしょい！
幼児センターきらり「夏まつり」

　7月28日、遠別町スポーツ協会主催「第２回えんべつさ
わやかウォークラリー」が行われました。今年で２回目とな
る今回は第１回からコースを変更し、4㎞と5.2㎞の２コー
スとなり参加者は自分の体力に合ったコースを歩き、約１時
間程度でゴールしました。ゴール後にはセイコーマート遠別
本町店様から参加者全員にアイスクリームの提供がありま
した。

さわやかな風を感じる
第２回えんべつさわやかウォークラリー

　7月31日、遠別町国民健康保険診療所にて防犯訓練が
行われました。この訓練は防犯意識の高揚を図り、非常事
態発生時の安全行動を認識することを目的としています。
訓練では天塩警察署員が不審者役となり診療所職員が不
審者への対応を実践しました。その後は天塩警察署から護
身術の指導などもあり、参加した職員は有事の際の為に真
剣に訓練を受けました。

非常時のために
遠別町国民健康保険診療所防犯訓練
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ね
ん
き
ん
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
し
て

　
　
　
　
申
請
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
年
金
に
関
す
る
こ
と
で
変
更
が
あ
っ
た

項
目
に
つ
い
て
、
申
請
が
な
い
と
年
金
事

務
所
が
把
握
で
き
な
い
項
目
に
つ
い
て

は
、
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
方
が
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
年
金
保
険
料
の
未

納
期
間
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
将
来
受
け

取
っ
て
い
た
だ
く
年
金
額
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
す
で
に
受

け
取
っ
て
い
た
だ
い
た
年
金
の
一
部
を
返

還
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
が
必
要
な
項
目
の
一
例
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

・
勤
め
先
を
退
職
し
た
（
勤
め
先
の
事
業

所
等
が
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た

方
）

→
厚
生
年
金
（
第
２
号
）
か
ら
国
民
年
金

（
第
１
号
）
へ
の
加
入
申
請
が
必
要
。

　

配
偶
者
が
扶
養
に
入
っ
て
い
た
場
合

（
第
３
号
）
は
配
偶
者
の
分
も
申
請
が
必

要
。

※
期
間
を
空
け
ず
に
別
の
勤
め
先
に
変
わ

る
場
合
は
申
請
不
要
。

　
申
請
が
必
要
な
場
合
の
例

　
７
月
31
日
に
Ａ
事
業
所
を
退
職
、
９
月

１
日
か
ら
Ｂ
事
業
所
へ
就
職

・
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
や
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た

→
死
亡
に
関
す
る
届
出
が
必
要
。

　
転
入
・
転
出
や
町
内
転
居
に
伴
う
住
所

変
更
や
婚
姻
に
伴
う
氏
名
の
変
更
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
基
礎
年
金
番
号
を
活
用
し

て
年
金
事
務
所
が
確
認
で
き
る
た
め
届
出

は
不
要
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
役
場
福
祉
課
福
祉
係
ま

た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

稚
内
年
金
事
務
所　

℡　
０
１
６
２-

３
２-

１
９
４
１

役
場
福
祉
課
福
祉
係

（
役
場
１
階　
４
番
窓
口
）

℡　
７-

２
１
１
４

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
の

ご
案
内

●
目
的

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を
有
す
る

児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象

　
20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
一

定
以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭

で
監
護
・
養
育
し
て
い
る
父
母
等
が
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に

は
、
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
児
童
の
障
が
い
の
程
度

　
次
の
表
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
、
手
当
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

手
当
１
級

手
当
２
級

身
体
障
害
者
手
帳

「
１
級
」
ま
た
は

「
２
級
」
の
手
帳

を
所
持
し
て
い
る

児
童

療
育
手
帳
の
判
定

が
「
Ａ
」
及
び
こ

れ
ら
と
同
程
度
の

手
帳
を
所
持
し
て

い
る
児
童

身
体
障
害
者
手

帳
「
３
級
」
ま
た

は
「
４
級
の
一
部
」

の
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
児
童

療
育
手
帳
の
判
定

が
「
Ｂ
の
一
部
」

及
び
こ
れ
ら
と
同

程
度
の
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
児
童

●
手
当
額
〔
Ｒ
６
．
４
現
在
〕

　
（
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
）

・
手
当
１
級
の
場
合　
５
５
，
３
５
０
円

・
手
当
２
級
の
場
合　
３
６
，
８
６
０
円

●
支
給
時
期

　
原
則
と
し
て
、
毎
年
４
月
（
12
～
３
月

分
）、
８
月
（
４
～
７
月
分
）、
11
月
（
８

～
11
月
分
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
届
出
が
必
要
な
事
項

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
届
出
の
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
既
に
受
給
し
て
い
る
方
で
住
所
が
変

わ
っ
た
、
振
込
先
の
金
融
機
関
を
変
更

し
た
い
。

※
そ
の
他
に
も
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場

合
は
あ
り
ま
す
。

・
所
得
状
況
届

　
（
毎
年
８
月
～
９
月
頃
に
提
出
）

　
所
得
状
況
を
確
認
し
て
、
手
当
の
支
給

要
件
や
支
給
額
に
変
更
が
な
い
か
確
認
す

る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
提
出
時
期

が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
対
象
者
へ
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

※
提
出
が
遅
れ
る
と
11
月
支
給
（
８
月
分

以
降
）
の
手
当
の
支
給
が
一
部
差
し
止

め
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

役
場
福
祉
課
福
祉
係

（
役
場
１
階　
４
番
窓
口
）　

℡　
７-

２
１
１
４
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児
童
扶
養
手
当
制
度
の
ご
案
内

●
制
度
概
要

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
母
子
お
よ
び
父
子

家
庭
等
）
に
対
し
て
手
当
て
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促

進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18
歳
に
達

す
る
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児

童
（
又
は
20
歳
未
満
の
障
が
い
の
あ
る
児

童
）
に
つ
い
て
、
そ
の
児
童
を
監
護
し
て

い
る
母
、
監
護
し
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
父
、
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
婚
姻
（
事
実
上
の
婚
姻
関
係
を

含
む
）
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の

障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

※
そ
の
他
に
対
象
に
な
る
要
件
や
対
象
に

な
ら
な
い
要
件
等
あ
り
ま
す
。

●
手
当
額

　
手
当
額
は
、
受
給
者
お
よ
び
扶
養
義
務

者
の
所
得
に
応
じ
て
、「
全
部
支
給
・
一

部
支
給・支
給
停
止
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●
支
給
時
期

　

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
手
続
き
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〇
婚
姻
を
解
消
し
た
こ
と
に
よ
り
児
童
を

養
育
す
る
場
合
等

　
（【
支
給
対
象
】
を
参
照
）

〇
既
に
受
給
し
て
い
る
方
で
、
養
育
し
て

い
る
児
童
の
人
数
が
変
わ
っ
た
、
住
所

や
氏
名
等
が
変
わ
っ
た
場
合
（
変
更
届

等
）
や
婚
姻
し
た
、
異
性
と
同
居
し
生

計
を
一
つ
に
し
て
い
る
（
社
会
通
念
上

の
事
実
婚
関
係
に
あ
る
）
な
ど
の
場
合

（
喪
失
届
）

※
そ
の
他
に
も
手
続
き
等
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
現
況
届
（
毎
年
８
月
）

　

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
状
況
を
把
握

し
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
確
認
す
る

も
の
で
す
。

※
提
出
が
な
い
場
合
、
11
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
今
月
（
８
月
）
は
、
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
書
類
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

福
祉
課　
福
祉
係

（
役
場
１
階　
４
番
窓
口
）　

℡　
７-

２
１
１
４

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
化
月
間

北
方
領
土
返
還
要
求
署
名
の
お
願
い

　
戦
後
、
沖
縄
や
奄
美
大
島
、
小
笠
原
諸

島
が
祖
国
に
復
帰
す
る
中
、
歯
舞
諸
島
、

色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島
の
北
方
四
島

は
未
だ
に
祖
国
に
復
帰
す
る
こ
と
が
実
現

し
て
い
ま
せ
ん
。
一
日
で
も
早
く
北
方
領

土
の
返
還
を
実
現
す
べ
く
国
民
一
人
ひ
と

り
の
意
思
を
署
名
を
通
じ
て
反
映
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
強
調
月
間
」
と
し
、国
、都
道
府
県
、

市
町
村
、
関
係
団
体
が
連
携
し
、
北
方
領

土
問
題
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
８
月
中
は
、
役

場
１
階
ロ
ビ
ー
に
北
方
領
土
返
還
署
名

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
生
活
広
報
係

（
役
場
１
階　
２
番
窓
口
）　

℡　
０
１
６
３
２-

７-

２
１
１
３

　

児童扶養手当支給額表（令和６年４月現在）
区分 全部支給 一部支給

第１子 月額 45,500 円 月額 45,490 ～ 10,740 円

第２子
月額 10,750 円
を加算

月額 10,740 ～   5,380 円
を加算

第３子
以　降

月額 　6,450 円
を加算

月額　6,440 ～   3,230 円
を加算

※一部支給の額は、所得に応じて決まります。 
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北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
の
ご

案
内

　
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
と
は
、

道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関
す
る
苦
情

を
、
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
苦
情
審
査
委
員

が
公
平
で
中
立
な
立
場
か
ら
審
査
す
る
制

度
で
す
。

　
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦
情
で

あ
れ
ば
苦
情
審
査
委
員
に
申
し
立
て
が
で

き
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な
点

や
制
度
に
問
題
が
あ
る
時
は
、
道
の
機
関

に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。

　

各
窓
口
で
は
申
請
書
様
式
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
北

海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
請
書
様
式

の
ほ
か
申
立
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
は
窓
口
へ
持
参
す
る
ほ
か
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
個
人
情
報
の
保
護
に
も

十
分
配
慮
い
た
し
ま
す
。

※
電
話
や
匿
名
で
の
申
し
立
て
は
受
け
付

け
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
窓
口

・
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相
談

セ
ン
タ
ー

　
〒
０
６
０
ー
８
５
８
８

　
札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

　
℡　
０
１
１-

２
０
４-

５
５
２
３

　
Fax　
０
１
１-

２
４
１-

８
１
８
１

メ
ー
ル

　

Kujyou.koueki@
pref.hokkai

do.jp

・
各
総
合
振
興
局　
総
務
課

警
察
署
か
ら

暴
力
団
　
地
域
団
結
　
断
固
拒
否

　

暴
力
団
は
、
組
織
の
維
持
・
拡
大
の

た
め
に
、
覚
せ
い
剤
密
売
や
特
殊
詐
欺
、

密
漁
、
み
か
じ
め
料
・
用
心
棒
料
の
要

求
等
の
犯
罪
行
為
を
行
う
だ
け
で
は
な

く
、
組
織
の
関
係
者
を
利
用
し
て
一
般

社
会
に
お
け
る
経
済
取
引
へ
介
入
す
る

な
ど
、
様
々
な
手
段
を
用
い
て
活
動
資

金
獲
得
を
図
っ
て
お
り
、
暴
力
団
の
活

性
化
は
様
々
な
犯
罪
を
誘
発
す
る
だ
け

で
な
く
、
暴
力
団
の
起
こ
す
対
立
抗
争

を
激
化
、
長
期
化
さ
せ
る
原
因
と
も
な

り
、
道
民
の
皆
様
の
安
全
で
平
穏
な
日

常
生
活
と
健
全
な
経
済
活
動
に
大
き
な

脅
威
と
不
安
を
与
え
ま
す
。

　

警
察
は
、
暴
力
団
の
壊
滅
に
向
け
て

強
力
な
取
り
締
ま
り
を
推
進
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
道
民
の
皆
様
も

　「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
」

　「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」

　「
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
」

　「
暴
力
団
と
交
際
し
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
暴
力
団
の
違
法
・
不
当

な
活
動
や
犯
罪
被
害
に
関
す
る
こ
と
は
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
早
期
に
警
察

に
相
談
、
通
報
す
る
強
い
意
志
と
勇
気

を
も
っ
て
、
社

会
か
ら
暴
力
団

を
追
放
し
ま

し
ょ
う
。

消防支署から

各家庭で次のことを守り準備と対策をしておきましょう
①自分の身は自分で守り、人命の保護を最優先すること
②避難指示が出た場合には即避難すること
③あらかじめ近くの避難場所を把握しておくこと
④テレビやラジオ、インターネットで情報を収集すること
⑤土砂崩れ、道路冠水の危険性があるため、車での移動はひかえること
⑥急な河川増水の危険性があるため河川には近付かないこと
⑦避難袋等の中身を再確認しておくこと

　例年８月は、線状降水帯の発生などにより局地的大雨、集中豪雨によ
る大規模な災害が発生し、建物の床上・床下浸水被害をはじめ、道路の
冠水被害も心配されます。　

局地的大雨・集中豪雨の
準　備　と　対　策
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健康のススメこころもからだも元気が一番 健康のススメこころもからだも元気が一番

強いストレスが脳を傷つける？
　学校、会社、家庭、人間関係…ある程度のストレスは生きている限り仕方ありま
せんが、慢性的なストレスは、こころにもからだにも大きな負担となり、さまざま
な病気を引き起こします。
　特に子どもへの影響は顕著です。大人から子どもへの「厳しすぎるしつけ」は、近年「マルトリートメント」
と呼ばれ、子どもの脳に大きなストレスを与え、傷つけることが科学的に明らかになってきました。

●マルトリートメント ➡ 略して『マルトリ』
　マルトリートメントは「虐待とは言い切れない、大人から子どもに対する避けたい養育」と定義され、児
童虐待を含む広い意味で使われています。

～こんなこともマルトリです～
・言うことを聞かないので手を叩く
・やる気を出させるために他のきょうだいと比べる
・「うちの子はこんなこともできない」と人前で謙遜する

　小さい頃に〝親や先生から言われた・されたことがある″と思い当たる人もいるのではないでしょうか。

身体的マルトリ
・たたく、殴る、蹴る、つねる
・罰として長時間正座させる

　マルトリを受けた子どもは、全く受けていなかった子どもに比べ、「落ち着いて話を
聞けない」「約束を守れない」「一つのことに集中できない」「感情をうまく表せない」
などという行動問題のリスクが高まると指摘されています。
　また、大人になってからも、うつ症状や病気のリスクが増えることも言われています。

●マルトリが脳に与える影響

心理的マルトリ
・叱りつける、脅す
・他の子と比べる
・「あなたのため」と親の

意見を押し付ける
・「だからあなたはダメ」

と人格・存在の否定
・子どもに夫婦喧嘩を見

聞きさせる

見た情報を
認識したり処理する

視覚野が縮む

感情コントロール・
集中力・判断力を司る

前頭前野が縮む

理解力・コミュニケー
ション力を司る

聴覚野が変形する

マルトリ

児童虐待
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健康のススメこころもからだも元気が一番 健康のススメこころもからだも元気が一番

【その他、健康に関するご相談は、福祉課保健指導係へ】電話 ７－２１２５

●大人だって傷ついている…
　社会生活の中でさまざまなストレスを抱える大人も、また傷つき、疲れています。
　ストレスを抱えながらの育児は過酷です。強いストレスから抑うつ気分が強くなると、
大人の脳も思考や意欲を司る脳の働きが低下します。
　すると、感情をコントロールできずイライラしたり、ものの見方が否定的になって、
育児が難しくなります。こころの不調に気づく力も弱くなるため、周囲に助けを求めら
れず、孤立し、さらなる悪循環に陥ってしまいます。

　2020 年 4月、児童福祉法等の改正により、体罰等が法律で禁止されました。
　しつけのためと大人が思っても、子どもの身体に苦痛や不快感をもたらす行為は、どんなに軽いものでも体
罰等に該当し、禁止されています。
　この法律の目的は、決して「親を罰したり、追いこむこと」ではありません。
　親だけが頑張って育てるのではなく、子育てを社会全体で応援・サポートし、体罰等によらない子育てを推
進しようとするものです。是非、相談窓口を活用して下さい。

●一人で抱え込まずにＳＯＳを出して！
　適切な関わりや支援をうけることで、子どもも大人も、こころと脳が回復すると
言われています。必要なのは、「一人で抱えない・一人で悩まない・支えてもらう・
助けてもらう」こと。
　ＳＯＳを出すことは、自分と自分の大切な家族を守ることに繋がります。

★★★ 相談窓口 ★★★
●遠別町役場 福祉課保健指導係（７－２１２５）

●留萌保健所 こころの健康相談（思春期相談）

開設日 会　　場 ・相談 無料
・思春期問題でお悩みの方
・公認心理士・臨床心理士が対応

10 月 11 日（金）
10 時 00 分～ 12 時 00 分

留萌保健所

●各種相談窓口

親子のための相談 LINE
～子育て・親子関係の悩み～

こころのホットチャット (LINE)
～誰かに話したい・聞いてほしい～

北海道こころの健康 LINE 相談
～ちょっとした心配や悩み～

生きづらびっと (LINE)
～生きるのがつらい～

よりそいホットライン ( フリーダイヤル )
～ちょっとした心配・誰でも～

こどもの人権 110 番
～いじめ・体罰などをうけている～
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議会からのたより
第59号

◆
令
和
５
年
度
各
会
計
の
決
算
概
況

◆
令
和
６
年
度
国
及
び
道
所
管
の
事

業
概
要

◆
遠
別
農
業
高
等
学
校
海
外
研
修
地

の
変
更

◆
第
44
回
北
海
道
中
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
結
果
及
び

第
44
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小

学
生
大
会
北
北
海
道
大
会
出
場

◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◆
遠
別
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
及
び
遠
別
町
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
条
例
の
廃
止

◆
遠
別
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
旧
国
保

病
院
解
体
工
事
）

　

契
約
金
額

２
億
３
，
６
５
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

　

道
北
・
堀
松
・
共
栄

　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

【
一
般
会
計
】

◆
遠
別
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
ガ
ー
青
少
年

相
互
訪
問
事
業
補
助
金

３
０
０
万
円　

増

　
６
月
７
日
か
ら
６
月
10
日
の
４
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
１

件
、
条
例
改
正
５
件
、
補
正
予
算
２

件
、
意
見
案
５
件
、
発
議
１
件
の
合

計
14
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
会
期
を
３
日
間

残
し
閉
会
し
ま
し
た
。一
般
質
問
は
、

國
部
議
員
、
山
本
議
員
の
２
名
が
行

い
ま
し
た
。

　
５
月
14
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
報
告
３
件
、
議
案
２
件

を
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

◆
遠
別
町
屋
内
こ
ど
も
遊
戯
場
・
テ

レ
ワ
ー
ク
施
設「
と
ん
が
り
か
ん
」

の
利
用
状
況

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
遠
別
町
税
条

例
の
一
部
改
正
）

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
遠
別
町
過
疎

地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
免

除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和
５
年
度

遠
別
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

11
号
））

第
３
回
臨
時
会

行
政
報
告

報　
告

審
議
事
項

第
４
回
定
例
会

主
な
補
正
予
算

行
政
報
告

報　
告

審
議
事
項
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議会からのたより
第59号

◆
遠
別
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
等
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正

質　
問

改
正
内
容
に
「
身
体
的
拘
束

等
の
基
準
及
び
適
正
化
の
追

加
」
と
あ
る
が
、
基
準
の
内
容
は
？

「
当
該
利
用
者
又
は
他
の
利
用

者
等
の
生
命
又
は
身
体
を
保

護
す
る
た
め
緊
急
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
き
、
身
体
的
拘
束
そ
の
他
利

用
者
の
行
動
を
制
限
す
る
行
為
を

行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い

る
。

改
正
内
容
の
「
重
要
事
項
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
」

に
つ
い
て
、
い
つ
か
ら
の
掲
載
に
な

る
の
か
？

条
例
議
決
後
か
ら
原
則
掲
載

し
て
い
た
だ
く
。

【
診
療
所
特
別
会
計
】

◆
家
電
・
家
具
レ
ン
タ
ル
料

６
６
万
２
千
円　

新
規

◆
令
和
６
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改

正
等
に
関
す
る
意
見
書

◆
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す

る
意
見
書

◆
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅

持
・
負
担
率
１
／
２
へ
の
復
元
、

教
育
予
算
確
保
・
拡
充
と
就
学
保

障
の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

◆
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く

り
に
関
す
る
指
針
」
を
見
直
し
、

す
べ
て
の
子
ど
も
に
ゆ
た
か
な
学

び
を
保
障
す
る
高
校
教
育
を
求
め

る
意
見
書

以
上
４
件

　

提
出
者　

山
本
議
員

　

賛
成
者　

白
井
議
員
、
國
部
議
員

◆
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に

資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　

提
出
者　

國
部
議
員

　

賛
成
者　

山
本
議
員
、
白
井
議
員

　

意
見
案
は
６
月
７
日
の
議
会
定
例

会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。

【
一
般
会
計
】

◆
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
金
シ
ス

テ
ム
導
入
業
務
委
託
料

１
６
６
万
５
千
円　

新
規

◆
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
金

２
，
８
５
０
万
円　

新
規

◆
戸
籍
情
報
・
戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム

デ
ー
タ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
業
務
負
担

金

１
８
４
万
８
千
円　

新
規

◆
児
童
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
料

１
５
９
万
５
千
円　

新
規

◆
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大

会
北
北
海
道
大
会
出
場
補
助
金

７
７
万
１
千
円　

新
規

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は９月９日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）　　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくは
テレビ電話でご確認ください。

議会を議場で傍聴された方には、
行政サービスポイント 200 ポイントが付与されます。

主
な
補
正
予
算

意
見
案

問答問答

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
は
町
が

行
う
の
か
？
事
業
所
が
行
う

の
か
？事

業
所
が
行
う
。
こ
れ
ま
で

の
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
施

設
内
の
掲
示
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

を
各
事
業
所
が
持
つ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
掲
載
し
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、

国
の
ほ
う
の
一
覧
に
事
業
者
名
を
登

録
い
た
だ
け
れ
ば
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

へ
の
掲
載
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

問答
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議会からのたより
第59号

第  

４  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

町
政
を
問
う

國部議員　 問 起業化支援事業に事業承継への適用が必要ではないか？

笹川町長　 答 商工会と協議しながら進めていくことが必要。

日
本
全
体
が
少
子
高
齢
化
の

影
響
で
人
口
減
少
に
転
じ
て

い
る
現
在
、こ
の
遠
別
町
に
お
い
て

も
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
。流
出
を
防
ぐ
た
め
に
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
必

要
が
あ
る
。暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
は
行
政
だ
け
で
は
実
現
す
る
こ

と
は
難
し
く
、民
間
の
力
が
必
要
だ

と
考
え
る
。民
間
業
者
の
経
済
活
動

が
暮
ら
し
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。し
か
し
な
が
ら
、人
口
減
少
で
は

最
も
影
響
を
受
け
る
の
が
商
工
業
で

あ
る
。商
工
業
者
数
は
人
口
減
少
に

比
例
す
る
よ
う
に
減
少
し
て
い
る
。

商
工
業
者
の
減
少
は
住
み
づ
ら
さ
に

つ
な
が
り
、住
み
づ
ら
さ
は
人
口
流

出
に
つ
な
が
る
と
い
う
悪
循
環
を
引

き
起
こ
す
。商
工
業
の
衰
退
を
食
い

止
め
る
た
め
に
は
、新
規
開
業
も
重

要
で
は
あ
る
が
、現
存
す
る
事
業
を

存
続
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ま
た
早
道
で
あ
る
と
考
え
る
。現
在

行
っ
て
い
る
起
業
化
支
援
事
業
の
要

綱
に
事
業
継
承
へ
の
適
用
を
盛
り
込

み
、後
継
者
不
足
で
閉
じ
て
し
ま
う

事
業
者
を
減
ら
す
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
な
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

日
本
全
体
が
少
子
高
齢
化
の
影

響
に
よ
り
人
口
減
少
が
進
み
、

当
町
に
お
い
て
も
人
口
戦
略
会
議
で

公
表
さ
れ
た
と
お
り
、消
滅
可
能
性

自
治
体
に
分
類
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、人
口
減
少
対
策
、持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
認
識

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、商
工
業

を
含
め
た
産
業
の
衰
退
を
食
い
止
め

る
施
策
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。当
町
に
お
い
て
は
平
成
27
年
に
人

口
減
、地
域
活
性
化
対
策
と
し
て
起

業
化
支
援
事
業
を
創
設
し
、こ
れ
ま

で
６
件
の
事
業
者
が
新
た
な
起
業
を

し
、商
工
業
の
発
展
に
一
定
の
効
果
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。事
業
承
継

に
係
る
支
援
に
つ
い
て
は
、起
業
化
支

援
事
業
の
要
綱
に
盛
り
込
む
こ
と
は

現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
が
、

ご
質
問
の
と
お
り
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
、商
工
業
の
発
展
は
、行
政

だ
け
で
は
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

一
番
身
近
で
各
事
業
者
の
経
営
内
容

等
を
把
握
し
て
い
る
商
工
会
と
ど
の

よ
う
な
施
策
が
必
要
な
の
か
、十
分

協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、ご
理
解

願
い
た
い
。再　

質　
問

人
口
減
少
対
策
、持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、商
工
業

を
含
め
た
産
業
の
衰
退
を
食
い
止
め

る
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
危
機

感
を
感
じ
て
お
り
、対
策
を
打
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
言
っ
て
い
る

の
で
、こ
の
部
分
は
共
通
認
識
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、心
強
く

考
え
て
い
る
。商
工
会
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、任
期
中
に

こ
の
協
議
に
着
手
す
る
意
思
が
あ
る

か
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

任
期
中
に
で
き
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
い
ろ
ん

な
状
況
の
判
断
も
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。危

機
感
に
つ
い
て
は
ご
理
解
い
た
だ
い

た
と
思
っ
て
い
る
。た
だ
、私
が
す
ぐ

で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
よ
り

も
、い
ろ
ん
な
産
業
が
あ
る
が
、漁
業

に
し
て
も
農
業
に
し
て
も
各
経
済
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
承
継
の
対
応
を

し
て
、そ
の
中
で
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
を
行
政
に
投
げ
か
け
て
き
て
、

対
応
し
て
い
る
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

だ
か
ら
、商
工
会
と
し
て
事
業
を
止

め
よ
う
と
い
う
方
が
い
た
時
に
、な
ぜ

辞
め
る
の
か
、ど
う
し
た
ら
続
け
ら
れ

る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、十
分
当
事
者

と
協
議
を
し
た
上
で
、ど
う
い
っ
た
対

応
を
し
て
も
ら
え
る
の
か
、ど
う
い
っ

た
対
応
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と

が
表
に
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、や
は

り
商
工
会
と
し
て
行
政
に
対
す
る
問

い
か
け
や
要
請
と
い
う
形
に
な
る
の

が
一
番
良
い
の
か
と
思
っ
て
い
る
。

問

答

答

問
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議会からのたより
第59号 山本議員　 問 認知症について本人や家族介護者へのサポートはどうなっているか？

笹川町長　 答 現在のサポート体制と共に、新たな取組を実施していく。

我
が
国
は
世
界
に
類
を
見
な

い
物
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
極
め
て
深
刻
な

問
題
は
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の

方
々
が
、
後
期
高
齢
者
と
な
る
来
年

以
降
、
さ
ら
に
増
え
る
と
予
想
さ
れ

て
お
り
、
一
番
大
変
な
の
は
本
人
よ

り
も
家
族
の
介
護
疲
れ
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
一
方
で
認
知
症
の
理
解
不

足
に
よ
る
偏
見
は
根
強
く
、
家
族
の

孤
立
化
も
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
も

の
で
あ
り
、
家
族
や
身
近
な
人
が
認

知
症
に
な
る
こ
と
な
ど
を
含
め
て
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
す
る
た

め
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
認
知
症
の
早
期
発
見

と
支
援
体
制
の
構
築
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
本
町
で
は
認
知
症
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
っ
て
い
る
か
。
家
族
介
護
者
支

援
並
び
に
本
人
へ
の
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す

る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
」

が
施
行
さ
れ
、
支
援
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
町
に
お
け
る
認

知
症
理
解
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、

地
域
支
え
合
い
サ
ロ
ン
等
の
各
種
教

室
や
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
の
認
知
症
予

防
の
講
話
や
健
康
相
談
を
行
う
と
と

も
に
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」

に
よ
る
総
合
相
談
、
具
体
的
な
認
知

症
の
相
談
時
に
は
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

を
作
成
し
、
ご
家
族
等
に
は
認
知
症

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
家
族
や
認

知
症
本
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

事
業
と
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
開
催
、
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
な
ど
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
等
と
連
携
し
、
家

族
や
本
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
高
齢
者
の
見

守
り
が
必
要
な
場
合
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
相
談
協
力
員
と
情
報
共

有
し
、
地
域
全
体
で
の
見
守
り
体
制

を
構
築
し
、
警
察
・
消
防
と
連
携

し
、
認
知
症
等
に
よ
る
徘
徊
高
齢
者

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
展

開
し
、
対
象
者
の
登
録
と
徘
徊
事
案

発
生
時
の
捜
索
を
行
え
る
よ
う
体
制

を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
度
は

新
た
な
試
み
と
し
て
、
民
間
事
業
者

と
と
も
に
、
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
予
防
講
座
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
。

再　
質　
問

高
齢
者
の
見
守
り
の
取
り
組

み
で
、
地
域
に
お
け
る
日
常

生
活
の
中
で
さ
り
げ
な
い
見
守
り
が

必
要
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
が
、
こ

の
辺
に
つ
い
て
答
弁
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
予
防
講
座
の
内
容
を
伺
う
。

（
笹
川
町
長
）
潜
在
的
な
認
知

症
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
の

あ
る
方
も
い
る
と
い
う
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
も
実

施
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
と
も
、
い
ろ
ん
な
方
々
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
安
心
し
て

住
め
る
街
に
し
て
い
き
た
い
。

（
小
林
住
民
課
長
）
認
知
症
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
予
防
講
座
と
い
う
こ
と

で
、
一
つ
は
脳
ト
レ
を
用
い
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
も
う
一
つ
は
筋
ト
レ
を
中

心
と
し
た
講
座
を
予
定
し
て
い
る
。

再　

　々
質　
問

認
知
症
の
ケ
ア
パ
ス
は
ど
の

よ
う
な
体
制
で
行
っ
て
い
る

の
か
最
後
に
伺
う
。

（
小
林
福
祉
課
長
）
認
知
症
の

方
の
様
子
が
時
系
列
で
は
な

い
が
、
初
期
段
階
、
軽
度
、
中
度
と

い
う
流
れ
で
大
体
な
っ
て
く
る
の

で
、
そ
の
中
で
相
談
で
き
る
場
所
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
、
こ
の
辺
の
段
階

で
は
こ
う
い
っ
た
も
の
が
必
要
、
と

い
う
よ
う
な
も
の
を
表
に
し
て
お
渡

し
し
て
、
ご
家
族
の
方
と
こ
の
段
階

な
の
で
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご
家

族
の
方
に
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

問

答

問答

問答
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議会からのたより
第59号

　

７
月
２
日
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
、
北
海
道
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
遠

別
町
か
ら
議
員
8
名
、
事
務
局
職

員
1
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
気
象
予
報
士
の
森
朗
氏

に
よ
る
「
札
幌
が
東
京
よ
り
暑
く

な
る
!?
〜
加
速
す
る
気
候
変
動
〜
」

並
び
に
、
元
衆
議
院
議
長
の
大
島

理
森
氏
に
よ
る
「
人
口
減
少
と
市

町
村
の
重
要
性
・
民
主
主
義
に
つ

い
て
自
省
を
含
め
て
の
所
感
」
と

題
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

温
暖
化
に
よ
る
1
次
産
業
の
影

響
や
、
地
方
自
治
体
の
重
要
性
を

再
認
識
で
き
、
大
変
参
考
に
な
る

研
修
会
と
な
り
ま
し
た 

。

　
　

　
　

　

7
月
6
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス

タ
ー
札
幌
で
札
幌
ふ
る
さ
と
遠
別

会
50
周
年
記
念
会
が
盛
会
に
開
催

さ
れ
、
遠
別
町
か
ら
笹
川
町
長
、

議
員
3
名(

國
部
副
議
長
、
白
幡
議

員
、
山
下
議
員)

、
町
職
員
1
名
、

計
5
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
員

は
吉
田
武
好
会
長
は
じ
め
、
40
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
よ
り
4
年
間
の
休
会
を

経
て
の
開
催
と
も
あ
り
、
遠
別
町

を
想
い
、
ふ
る
里
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
が
と
て
も
強
く
感
じ
ら
れ
、

遠
別
町
の
昔
話
や
近
況
な
ど
の
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

全
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

札
幌
ふ
る
さ
と
遠
別
会
50
周
年
記
念
会札幌ふるさと遠別会

全道町村議会議員研修会

紙面の都合上、質問及び答弁の内容を議会報発行特別委員会の委員で要約し、掲載しております。
本会議の詳細の内容は、会議録をホームページで公開しておりますのでそちらをご覧願います。

会議録ホームページ URL
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/docs/2023080700019/

◆
６
月
７
日
開
催

・
遠
別
町
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
　
７
月
17
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
議
案
１
件
を
原
案
ど
お

り
承
認
、可
決
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

◆
留
萌
管
内
中
学
校
体
育
大
会
結
果

及
び
遠
別
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年

団
の
全
道
・
全
国
大
会
の
出
場
に

つ
い
て

【
一
般
会
計
】

◆
中
学
校
全
道
大
会
出
場
補
助
金

１
４
４
万
４
千
円　

新
規

◆
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
出
場
補
助
金

６
９
万
２
千
円　

新
規

◆
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大

会
全
国
大
会
出
場
補
助
金

２
８
１
万
６
千
円　

新
規

第
５
回
臨
時
会

行
政
報
告

主
な
補
正
予
算

議
会
全
員
協
議
会

（
協
議
議
題
）
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議会からのたより
第59号

議会の主な動き ( 令和 6 年 5 月～令和 6 年 7 月）

5 月
13 日 遠別商工会通常総会

14 日 第３回遠別町議会（臨時会）

14 日 留萌管内町村議会議長会
定期総会（羽幌町）

20 ～
22 日

町村議長会議長・副議長
研修会（東京都）

23 日 留萌地域総合開発期成
会定期総会（マナピィ・
21）

24 日 第２回議会運営委員会

6 月
2 日 北留萌消防組合遠別消防団春季消防演習

5 日 一般道道名寄遠別線促進期成会定期総会（名寄
市）

7 日 第４回遠別町議会（定例会）

第４回議会全員協議会

11 ～
12 日

北海道町村議会議長会第 75 回定期総会・議長・
事務局長研修会（札幌市）

留萌管内町村議会議長会臨時総会（札幌市）

24 ～
27 日

留萌地域総合開発期成会要望活動（留萌市、札
幌市、東京都）

7 月
2 ～
3 日

北海道町村議会議員研修会
（札幌市）

5 日 第５回議会報発行特別委員会

6 ～
7 日

札幌ふるさと遠別会 50 周
年記念会（札幌市）

17 日 第５回遠別町議会（臨時会）

第２回総務産業常任委員会

20 日 留萌駐屯地創立 71 周年記
念行事（留萌市）

26 日 第６回議会報発行特別委員会

あとがき（山下委員長）

　新型コロナが 5 類になってから１年が過ぎました。ようやく日常が戻り、ほっと胸をなでおろす日々です。本年

は例年のイベントのほかに多数のイベントが開催されると聞いています。コロナを忘れられるくらいのイベントで楽

しみです。話は変わりますが、世界に目を向けるとウクライナと日本の関係性、トラ

ンプ前大統領の暗殺未遂など色 と々考えさせられる事

案が起きています。目まぐるしい世界情勢に歴史の転

換機だと感じてしまいます。願わくば平和で安心して暮

らせる世の中になってほしいものです。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会

委 員 長　　山下　　悟
副委員長　　白井　金治
委　　員　　白幡　広喜
委　　員　　國部　雅人
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「知ってる？みつばち豆知識」
　やっと王台の撮影に成功しました！写真は横になっていますが、巣の中では縦長に出口を下にして他の働
き蜂の育つ巣房(ハニカム)の中に作られます。出口の反対、上の方に女王蜂の餌のローヤルゼリーが貯め
られています。王台は女王蜂の産卵能力が落ちてきた事を敏感に察知した働き蜂が、「そろ
そろ世代交代ね。 」と、土台を作った所に女王蜂が産卵すると働き蜂がせっせと餌を与え、
広いお部屋を作ります。王台が作られ始めるようなると、人間が処置をしないでいればど
んどん新しい王台を作ってしまいます。気が付いたら王台だらけ！にならないようにこの
時期は注意しなくてはなりません。

　気温が上がるにつれて、新しい女王蜂が生まれ、産卵能力の落ちてきた旧女王蜂と入替えが進んでいます。
　去年生まれの女王蜂でもまだまだ元気で活発に産卵している個体もあるので、その差はどこからくるのだ
ろう？血統が影響するのか、環境によるものなのか？知りたい事がたくさんありすぎていつまでも興味は尽
きません。

　前回、王台王台と書いておきながら王台の写真が一
枚も無くて掲載する事が出来ませんでした。 
　今回はしっかり王台の写真を撮影しました！しかも蓋
まで有ります。通常巣箱の中で羽化すると、王台の蓋
は下に落ちてしまってなかなか見る機会はありませんが、
温存するためにティッシュに包んでいたために、蓋もし
っかり手元に残りました。この王台は、巣箱の中の状態
を調べるために内検という作業をしていて見つけたもの
です。実はこの王台を見つける前にも、他の王台からも
女王蜂が羽化していたのです。その王台は離れている場
所にある、新しい女王蜂を必要としている群に導入する
ために胸ポケットに入れて移動していました。車の中な
ので、鳴き声や振動に気付けなかったのかもしれません。
到着してポケットから出した時にもう頭が出てきていた
ので、慌てて目的の群に導入しました。王台を導入する
には、落ちてしまわないように、王台を傷めないように
気をつけて巣板に軽く固定しないといけないので、直前
に生まれてくれて作業時間の短縮が出来てラッキーでし
た。ついてるなぁと思いながら戻ると、また王台が見つ
かったのでティッシュに包んで胸ポケットに。また女王
蜂を必要としている群があったので、ポケットから取り

出すと女王蜂がいない？！
　台には穴が開いて女王蜂は生まれた後のよう。女王
蜂はどこに？良く見るとティッシュにも穴が。もしかし
て？と胸ポケットを覗くと女王蜂がいました。女王蜂を
ポケットから出してあげたいのですが、腹部を圧迫して
しまうと産卵能力に影響が出るので、注意しながら少
しづつ少しづつ上に移動させて取り出す事が出来まし
た。１日に２回も、ポケットの中で女王蜂が羽化するな
んて珍しいこともあるんだなぁ。 
　厳密にいうと卵から孵った訳ではなく、蛹が羽化をし
たので、孵卵器とは言えないかもしれませんが、温度
を維持していたという点で孵卵器みたいな役割を果たし
たようです。生まれたての女王蜂は少し白っぽくて、歩
き方よちよちしていて可愛らしいんですよ(^-^)

協 力 隊 通 信
第 24 号第 24 号

坪田 幸恵

協力隊員、人間孵卵器になる。の巻協力隊員、人間孵卵器になる。の巻

←これが王台。
ポケットの中で羽化し
たもの。右側の小さな
丸いものはよく見ると
ティッシュも穴があい
ています。
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　前回、王台王台と書いておきながら王台の写真が一
枚も無くて掲載する事が出来ませんでした。 
　今回はしっかり王台の写真を撮影しました！しかも蓋
まで有ります。通常巣箱の中で羽化すると、王台の蓋
は下に落ちてしまってなかなか見る機会はありませんが、
温存するためにティッシュに包んでいたために、蓋もし
っかり手元に残りました。この王台は、巣箱の中の状態
を調べるために内検という作業をしていて見つけたもの
です。実はこの王台を見つける前にも、他の王台からも
女王蜂が羽化していたのです。その王台は離れている場
所にある、新しい女王蜂を必要としている群に導入する
ために胸ポケットに入れて移動していました。車の中な
ので、鳴き声や振動に気付けなかったのかもしれません。
到着してポケットから出した時にもう頭が出てきていた
ので、慌てて目的の群に導入しました。王台を導入する
には、落ちてしまわないように、王台を傷めないように
気をつけて巣板に軽く固定しないといけないので、直前
に生まれてくれて作業時間の短縮が出来てラッキーでし
た。ついてるなぁと思いながら戻ると、また王台が見つ
かったのでティッシュに包んで胸ポケットに。また女王
蜂を必要としている群があったので、ポケットから取り

出すと女王蜂がいない？！
　台には穴が開いて女王蜂は生まれた後のよう。女王
蜂はどこに？良く見るとティッシュにも穴が。もしかし
て？と胸ポケットを覗くと女王蜂がいました。女王蜂を
ポケットから出してあげたいのですが、腹部を圧迫して
しまうと産卵能力に影響が出るので、注意しながら少
しづつ少しづつ上に移動させて取り出す事が出来まし
た。１日に２回も、ポケットの中で女王蜂が羽化するな
んて珍しいこともあるんだなぁ。 
　厳密にいうと卵から孵った訳ではなく、蛹が羽化をし
たので、孵卵器とは言えないかもしれませんが、温度
を維持していたという点で孵卵器みたいな役割を果たし
たようです。生まれたての女王蜂は少し白っぽくて、歩
き方よちよちしていて可愛らしいんですよ(^-^)

協 力 隊 通 信
第 24 号第 24 号

坪田 幸恵

協力隊員、人間孵卵器になる。の巻協力隊員、人間孵卵器になる。の巻

←これが王台。
ポケットの中で羽化し
たもの。右側の小さな
丸いものはよく見ると
ティッシュも穴があい
ています。
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謝

○
令
和
6
年
7
月
9
日
、
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幌
ふ

る
さ
と
遠
別
会
事
務
局　

会
長　

吉
田　
武
好
様
よ
り
１
０
０
，
０

０
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円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

○
令
和
6
年
7
月
11
日
、
佐
藤　

久　
様
よ
り
３
０
０
，
０
０
０

円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

町のカレンダー ２０２４

※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

8月（August） 9月（September）
15 ㈭

16 ㈮

17 ㈯

18 ㈰

19 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

20 ㈫

21 ㈬

22 ㈭
胃・肺・大腸・前立腺がん検診／特定健診／プレ・特定
健診／後期高齢者健診／生保健診／肝炎健診／エキノ
コックス症検診／結核検診（マナピィ・21　※完全予約制）

23 ㈮
胃・肺・大腸・前立腺がん検診／特定健診／プレ・特
定健診／後期高齢者健診／生保健診／肝炎健診／エキ
ノコックス症検診／結核検診（マナピィ・21　※完全
予約制）

24 ㈯

25 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

26 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

27 ㈫
遠別町芸術鑑賞事業

「八神純子 キミの街へ 2024
～ Share the moment with you ～」

マナピィ・21　開場 18：00 ～　開演 18：30 ～

28 ㈬

29 ㈭

30 ㈮

31 ㈯

1 ㈰

2 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

3 ㈫

自動車運転免許更新時講習（天塩町）
10：00 ～初回
13：00 ～優良
13：45 ～一般
15：00 ～違反

4 ㈬
幼児歯科健診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（遠別町国民健康保険診療所　診察開始 13：30 ～）
自動車運転免許更新時講習（幌延町）

13：00 ～優良

5 ㈭

6 ㈮

7 ㈯

8 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

9 ㈪

10 ㈫ ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）

11 ㈬ 乳幼児健診
（遠別町国民健康保険診療所　診察開始 10：30 ～）

12 ㈭

13 ㈮ 旭川検診ツアー（7：30 出発　※完全予約制）

14 ㈯

15 ㈰
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地域貢献活動に感謝！地域貢献活動に感謝！

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和6年7月31日現在）

2276
日目

今月の
納 税 9/2納期

町道民税（２期）
国民健康保険税（２期）

（令和6年7月31日現在）

人口

世 帯

●男   1,114人（－4）
●女   1,169人（－1）

2,283人
（－5）

1,275（－1）

　7月29日、株式会社石山組（本店長　横山 敦）様が地
域貢献活動として、幼児
センター施設と野球場
の環境整備を行い、笹川
町長より感謝状が贈呈
されました。

　7月29日、堀松建設工業株式会社（代表取締役社長　
堀松 和彦）様が地域貢
献活動として、町マス
コットキャラクターの
広報を行い、笹川町長よ
り感謝状が贈呈されま
した。

町職員人事異動
８月１日付け　町職員人事異動
配 　 置 職　名 氏 名 前　職

（昇任、配置替）

建 設 課 主幹兼管理係長事務取扱 石　田　雅　人 経済課商工観光係長

経 済 課 商工観光係長 立　﨑　龍　馬 経済課商工観光係主査

（配置替え）

教育委員会

教育次長兼給食センター所長兼
スポーツセンター館長兼Ｂ＆Ｇ
海洋センター所長兼郷土資料館
館長

緒　方　　　章

教育次長兼給食センター所長兼
スポーツセンター館長兼Ｂ＆Ｇ
海洋センター所長兼郷土資料館
館長兼管理指導係長事務取扱

主幹兼社会教育係長事務取扱 齊　藤　　　健 建設課主幹兼管理係長事務取扱

管理指導係長 越　谷　啓　吾 学校給食係長

学校給食係長 西　田　　　渡 診療所医事係長

診 療 所 医事係長 土　田　　　新 教育委員会社会教育係長

経 済 課 商工観光係主事 吉　村　巧　佑 教育委員会管理指導係主事


